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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　データ信号を印加するカラムライン及び走査信号を印加するローラインと、
　前記カラムラインと前記ローラインとの交差領域に形成される１つ以上の画素である有
機電界発光素子と、
　前記ローラインに走査信号を順次印加する走査駆動部と、
　複数のグループにグループ化した前記カラムラインに対して、前記グループ毎に、デー
タ信号に相応する駆動電流を印加する共通電流源及び前記共通電流源と電気的にそれぞれ
接続され、前記各グループに属するカラムラインのそれぞれに対して、前記走査信号が印
加される駆動期間内に、前記駆動電流のうち、第１駆動電流と前記第１駆動電流よりも大
きさが小さい第２駆動電流とを順次印加し、次いで如何なる電流も印加しない期間を経て
、再び前記第２駆動電流を印加することを前記駆動期間が終了するまで断続的に繰り返す
駆動スイッチ素子を備えるデータ駆動部と、
　前記各カラムラインに設置され、各カラムラインに駆動電流が印加される前にターンオ
ンされ、その後の駆動期間の間にターンオフされる充電スイッチと、
　前記グループ毎に、それぞれのグループに属する前記カラムラインに対応して備えられ
た前記充電スイッチと接続され、ターンオンされている前記充電スイッチを介して、前記
カラムラインに対して、該当カラムラインに接続される前記画素を予備充電するための充
電電圧を順次印加する電圧維持回路と
　を含むことを特徴とする有機電界発光表示装置。
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【請求項２】
　前記電圧維持回路は、赤色(Ｒ)、緑色(Ｇ)、青色(Ｂ)、白色(Ｗ)をそれぞれ発光する画
素に接続されたカラムラインに対応して４つ備えられることを特徴とする請求項１に記載
の有機電界発光表示装置。
【請求項３】
　前記電圧維持回路は、赤色(Ｒ)、緑色(Ｇ)、青色(Ｂ)をそれぞれ発光する画素に接続さ
れたカラムラインに対応して３つ備えられることを特徴とする請求項１に記載の有機電界
発光表示装置。
【請求項４】
　前記電圧維持回路は、所定の電圧を維持する定電圧素子と前記定電圧素子に並列に接続
された静電容量から構成されることを特徴とする請求項１に記載の有機電界発光表示装置
。
【請求項５】
　前記電圧維持回路により維持された所定の電圧は、前記有機電界発光素子のブラックレ
ベルに対応する電圧であることを特徴とする請求項４に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項６】
　前記定電圧素子は、ツェナーダイオードであることを特徴とする請求項４に記載の有機
電界発光表示装置。
【請求項７】
前記電圧維持回路は、前記充電電流を印加するための所定の電圧を発生させる定電圧源か
ら構成されることを特徴とする請求項１に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項８】
　前記駆動期間は、
　前記第１駆動電流が印加される第１期間と、
　前記第２駆動電流が印加される第２期間と、
　前記駆動電流が印加されない第３期間と、
　前記第２駆動電流が所定の間隔で繰り返し印加される第４期間と
　を含むことを特徴とする請求項１に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項９】
　前記走査駆動部は、
　ハイレベルを供給する第１走査電圧源と、
　前記第１走査電圧源に電気的に接続されて前記ローラインに前記ハイレベルを伝達する
第１走査スイッチ素子と、
　ローレベルを供給する第２走査電圧源と、
　前記第２走査電圧源に電気的に接続されて前記ローラインに前記ローレベルを伝達する
第２走査スイッチ素子とを備え、
　前記駆動期間の間に、前記第２走査スイッチ素子がターンオンされ、前記第１走査スイ
ッチ素子はターンオフされることを特徴とする請求項１に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１０】
　前記各グループにおいて、それぞれのグループに属するカラムラインの何れかのカラム
ラインに前記駆動電流が印加される間に、他のカラムラインには前記駆動電流が印加され
ないことを特徴とする請求項１に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１１】
データ信号を印加する複数のカラムラインと、走査信号を印加する複数のローラインと、
前記カラムラインと前記ローラインとの交差領域に形成される１つ以上の画素である有機
電界発光素子を含む有機電界発光表示装置を駆動する有機電界発光表示装置の駆動方法に
おいて、
　前記カラムラインを複数のグループにグループ化し、前記各グループに属するカラムラ
インのそれぞれに対して、前記走査信号が印加される駆動期間内に、共通電流源から出力
されるデータ信号に相応する駆動電流のうち、第１駆動電流と前記第１駆動電流よりも大
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きさが小さい第２駆動電流とを順次印加し、次いで如何なる電流も印加しない期間を経て
、再び前記第２駆動電流を印加することを前記駆動期間が終了するまで断続的に繰り返す
段階と、
　前記グループ毎に、それぞれのグループに属する前記カラムラインに対して、前記駆動
電流が時分割にそれぞれ印加される前に、該当カラムラインに接続される前記画素を予備
充電するための充電電圧を順次印加する段階と
　を含むことを特徴とする有機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項１２】
　前記駆動期間は、
　第１駆動電流が印加される第１期間と、
　前記第２駆動電流が印加される第２期間と、
　前記駆動電流が印加されない第３期間と、
　前記第２駆動電流が所定の間隔で繰り返し印加される第４期間と
　を含むことを特徴とする請求項１１に記載の有機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項１３】
　前記第１期間の前に前記第２駆動電流が更に印加されることを特徴とする請求項１２に
記載の有機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項１４】
前記第１駆動電流及び第２駆動電流の大きさは、前記各画素に応じて可変されることを特
徴とする請求項１２に記載の有機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項１５】
　前記各グループにおいて、それぞれのグループに属するカラムラインの何れかのカラム
ラインに前記駆動電流が印加される間に、他のカラムラインには前記駆動電流が印加され
ないことを特徴とする請求項１１に記載の有機電界発光表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機電界発光表示装置及びその駆動方法に関し、より詳細には、カラムライ
ンを介して各画素である有機電界発光素子に駆動電流を印加する駆動装置の製造コストを
低減せしめる有機電界発光表示装置及びその駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、自発光型ディスプレイ装置として多様なディスプレイ装置が注目されており、そ
の中でも有機電界発光表示装置が脚光を浴びている。有機電界発光表示装置は有機電界発
光素子を画素として、画素の両端に印加される電界により光が放出されることを利用する
表示装置である。
【０００３】
　図１は、有機電界発光表示装置の画素を簡略に示す図、図２は、図１の１画素の電気的
等価回路図を示す図である。
【０００４】
　図を参照して説明すれば、画素１は陰極である金属電極１０１、陽極である透明電極１
０２の間に、有機化合物である有機蛍光体膜１０３及び有機正孔輸送層１０４が積層され
て形成される。
【０００５】
　透明電極１０２の外側にガラス基板１０５を配置し、駆動源１０６に応じて金属電極１
０１から注入される電子と透明電極１０２から注入される正孔との再結合により励起子が
発生し、この励起子が放電する過程で光を放出し、光が透明電極１０２及びガラス基板１
０５を介して外部へ放出される。ここで、画素１は構造上、電極及び有機蛍光体などを積
層する構造からなっているため、画素１の電気的等価回路は寄生容量を有する。すなわち
、画素は図２のように、発光体１０７と寄生容量１０９とが並列接続された状態となる。
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【０００６】
　図３は、従来の有機電界発光表示装置を簡略に示す図、図４は、図３の有機電界発光表
示装置を駆動するための駆動電流を示すタイミング図である。
【０００７】
　図を参照して説明すれば、通常の有機電界発光表示装置は、有機電界発光表示パネル２
、制御部２１、走査駆動部６及びデータ駆動部５を含む。
【０００８】
　有機電界発光表示パネル２では、カラムライン（Ｄ１、…、Ｄｍ）とローライン(Ｓ１
、…、Ｓｎ)とが所定間隔をおいて互いに交差するように形成されて、その交差領域に画
素１すなわち、有機電界発光素子が形成される。
【０００９】
　制御部２１は外部から入力される映像信号ＳＩＭを処理して、データ駆動部５にデータ
制御信号ＳＤＡを印加し、走査駆動部６に走査制御信号ＳＳＣを印加する。ここで、デー
タ制御信号ＳＤＡはデータ信号を含み、走査制御信号ＳＳＣは走査信号を発生するための
スイッチ制御信号を含む。カラムライン（Ｄ１、…、Ｄｍ）と電気的に接続されたデータ
駆動部５は、制御部２１からのデータ制御信号ＳＤＡにより制御部２１からのデータ信号
に相応する駆動電流を生成してカラムライン（Ｄ１、…、Ｄｍ）に印加する。
【００１０】
　ローライン(Ｓ１、…、Ｓｎ)と電気的に接続された走査駆動部６は、制御部２１から入
力されるスイッチ制御信号による走査信号をローライン(Ｓ１、…、Ｓｎ)のそれぞれに順
次印加する。
【００１１】
　すなわち、図４のように１画素、すなわち有機電界発光素子の駆動期間Ｔｄに図３の接
地電圧スイッチ素子がターンオンされて接地電圧がローラインに印加され、駆動期間の他
には図３の走査電圧スイッチ素子がターンオンされて、走査電圧がローラインに印加され
る。ローラインに接地電圧が印加される駆動期間の間に、１画素のカラムラインには図４
のような駆動電流が印加される。すなわち、第１ローラインＳ１の駆動期間Ｔｄの間に、
各カラムライン（Ｄ１、…、Ｄｍ）には駆動電流（Ｉ１、…、Ｉｍ）がそれぞれ印加され
て画素１を介して流れる。ここで、画素１は、図２のように、寄生容量１０９と発光体１
０７とで電気的に等価モデル化するので、駆動電流（Ｉ１、…、Ｉｍ）はまず寄生容量１
０９に電圧を充電するようにする第１駆動電流(Ｉｃ１、…、Ｉｃｍ)と、寄生容量１０９
の充電後に発光体に電流を供給する第２駆動電流(Ｉｄ１、…、Ｉｄｍ)とに分かれる。図
４においては、第１カラムラインＤ１から第４カラムラインＤ４まで印加される駆動電流
(Ｉ１、…、Ｉ４)を示している。
【００１２】
　このような、有機電界発光表示装置の駆動方法及び有機電界発光表示装置は、特許文献
１に開示されている。
【００１３】
　前記のような従来の有機電界発光表示装置の駆動方法及び有機電界発光表示装置は、カ
ラムライン（Ｄ１、…、Ｄｍ）に駆動電流（Ｉ１、…、Ｉｍ）を供給するために、データ
駆動部５で、各カラムライン（Ｄ１、…、Ｄｍ）に印加される駆動電流（Ｉ１、…、Ｉｍ
）を生成するための回路をそれぞれ備えなければならないので、製造コストが嵩むという
短所があった。
【特許文献１】特開平１１－２３１８３４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　本発明は、上記事情に鑑みてなされたものであって、カラムラインを介して各画素に駆
動電流を印加する駆動装置の製造コストを低減せしめる有機電界発光表示装置及びその駆
動方法を提供することにある。
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【課題を解決するための手段】
【００１５】
　上記目的を達成するために、本発明に係る有機電界発光表示装置は、データ信号を印加
するカラムライン及び走査信号を印加するローラインと、前記カラムライン及びローライ
ンに区分される１つ以上の画素である有機電界発光素子と、前記ローラインに走査信号を
印加する走査駆動部と、複数のグループにグループ化した前記カラムラインのうちの同じ
グループに属するすべてのカラムラインに前記駆動電流を印加する共通電流源及び前記共
通電流源と電気的にそれぞれ接続され、前記走査信号が印加される駆動期間内に駆動電流
を時分割に前記同じグループに属するカラムラインのそれぞれに印加する駆動スイッチ素
子を備えるデータ駆動部と、前記各カラムラインに設置され、各カラムラインに駆動電流
が印加される前にターンオンされ、その後の駆動期間の間にターンオフされる充電スイッ
チと、前記同じグループに属するカラムラインに対応して備えられた前記充電スイッチと
接続されて前記同じグループに属するカラムラインに接続される画素を予備充電する電圧
維持回路とを含むことを特徴とする。
【００１６】
　また、本発明に係る有機電界発光表示装置駆動方法は、データ信号を印加する複数のカ
ラムラインと、走査信号を印加する複数のローラインと、前記カラムライン及び前記ロー
ラインに区分される１つ以上の画素である有機電界発光素子を含む有機電界発光表示装置
を駆動する有機電界発光表示装置の駆動方法において、前記各画素には駆動期間に駆動電
流が印加されて発光し、前記カラムラインを複数のグループにグループ化して、前記複数
のグループのうちの同じグループ内のカラムラインに共通電流源から出力される前記駆動
電流が時分割にそれぞれ印加される段階と、前記同じグループ内のカラムラインに前記駆
動電流が時分割にそれぞれ印加される前に前記カラムラインに接続される画素を予備充電
する段階とを含むことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１７】
　上述した本発明によれば、以下のような効果を得ることができる。
【００１８】
　有機電界発光表示装置において、各カラムラインに印加する駆動電流を印加する電流源
の個数を減らせるので、データ駆動部の製造コストが低減され、それにより有機電界発光
表示装置の全体の製造コストを低減できるという効果を奏する。
【００１９】
　また、各画素に断続的な駆動電流を印加するにもかかわらず、各画素では印加される駆
動電流により発光が円滑に行われるので、発光特性の性能低下は生じなくなる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　以下、添付図面を参照して、本発明の好適な実施形態について詳細に説明する。
【００２１】
図５は、本発明の有機電界発光表示装置を簡略に示す図、図６は、図５のカラムラインを
介して印加される駆動電流を示すタイミング図である。
【００２２】
　図を参照して説明すれば、本発明に係る有機電界発光表示装置は、有機電界発光表示パ
ネル５０２、制御部５２１、走査駆動部５０６、データ駆動部５０５、充電スイッチ５０
８及び電圧維持回路５０７を含んで構成される。
【００２３】
　有機電界発光表示パネル５０２は、カラムライン（Ｄ１、…、Ｄｍ）とローライン(Ｓ
１、…、Ｓｎ)とが所定間隔をおいて互いに交差するように形成されて、その交差領域で
形成される画素１、すなわち有機電界発光素子を含む。
【００２４】
　前記各画素１は陰極である金属電極、陽極である透明電極の間に、有機化合物である有
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機蛍光体膜及び有機正孔輸送層が積層されて形成されることができる。金属電極と透明電
極との間に電源が印加されると、金属電極から注入される電子と透明電極から注入される
正孔との再結合により励起子が発生し、この励起子が放電する過程で光を放出し、光の透
明電極及びガラス基板を介して外部へ放出される。
【００２５】
　一方、前記画素１は構造上、電極及び有機蛍光体などを積層する構造からなっているた
め、画素の電気的等価回路は寄生容量を有するようになり、これにより前記画素１は図示
のように、発光体と寄生容量とが並列接続された状態となる。
【００２６】
　前記制御部５２１は、外部から入力される映像信号ＳＩＭを処理して、データ駆動部５
０５にデータ制御信号ＳＤＡを印加し、走査駆動部５０６に走査制御信号ＳＳＣを印加す
る。ここで、データ制御信号ＳＤＡはデータ信号を含み、走査制御信号ＳＳＣは走査信号
を発生するためのスイッチ制御信号を含む。
【００２７】
　カラムライン（Ｄ１、…、Ｄｍ）と電気的に接続されたデータ駆動部５０５は、制御部
５２１からのデータ制御信号ＳＤＡにより制御部５２１からのデータ信号に相応する駆動
電流を生成し、カラムライン（Ｄ１、…、Ｄｍ）に印加する。
【００２８】
　従来は、データ駆動部（図３の５）内のそれぞれの電流源（図３のＩ１、…、Ｉｍ）か
ら出力される駆動電流がそれぞれのカラムライン（Ｄ１、…、Ｄｍ）に供給されたが、本
発明は、データ駆動部の製造コストを低減するために、カラムライン(Ｄ１、…、Ｄｍ)を
複数のグループにグループ化して、１つのグループには１つの共通電流源から駆動電流が
供給されるようにすることを主な特徴とする。
【００２９】
　そのために、本発明のデータ駆動部５０５は、共通電流源(Ｉｇ１、…、Ｉｇｋ)と、１
つの共通電流源から出力される駆動電流が時分割に印加されるようにスイッチ動作を行い
、共通電流源とデータ電極ラインとの間に接続される駆動スイッチ素子を含む。
【００３０】
　図５に示す実施形態の場合は、第１カラムライン乃至第４カラムライン(Ｄ１～Ｄ４)を
１つのグループにし、第１共通電流源Ｉｇ１から出力される駆動電流が時分割に印加され
るように、第１共通電流源Ｉｇ１と第１乃至第４カラムライン(Ｄ１～Ｄ４)との間には第
１乃至第４駆動スイッチ素子(Ｍｄ１～Ｍｄ４)がそれぞれ接続される。
【００３１】
　すなわち、図５においては、一例として、赤色(Ｒ)発光画素、緑色(Ｇ)発光画素、青色
(Ｂ)発光画素、白色(Ｗ)発光画素が単位画素を構成することを仮定する場合、これにそれ
ぞれ接続された４個のカラムラインを１つのグループにし、ｍ個のカラムラインをｋ個の
グループに分けることを示している。
【００３２】
　しかし、本発明の実施形態は必ずしもこれに限定されるのではなく、多様な個数のカラ
ムラインを１つのグループにグループ化することが可能である。
【００３３】
　例えば、赤色(Ｒ)発光画素、緑色(Ｇ)発光画素、青色(Ｂ)発光画素が単位画素を構成す
る場合には、３個のカラムラインを１つのグループにグループ化して赤色(Ｒ)蛍光体層が
積層されたＲ画素、緑色(Ｇ)蛍光体層が積層されたＧ画素及び青色(Ｂ)蛍光体層が積層さ
れたＢ画素に共通電流源から出力される駆動電流を時分割に印加することが好ましい。
【００３４】
　一方、１つの共通電流源に複数のカラムラインが接続されるので、共通電流源から出力
される駆動電流は前記複数のカラムラインに順次印加されることが好ましく、１つのカラ
ムラインに駆動電流が印加される間に他のカラムラインには駆動電流が印加されないこと
が好ましい。これについては、図６を参照して後述する。
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【００３５】
　ローライン(Ｓ１、…、Ｓｎ)と電気的に接続された走査駆動部５０６は、制御部５２１
から入力されるスイッチ制御信号による走査信号をローライン(Ｓ１、…、Ｓｎ)のそれぞ
れに順次印加する。走査信号はハイレベルＶｓ及びローレベルＶｇからなり、ハイレベル
Ｖｓを維持しながら、１つのローラインを駆動するための駆動期間Ｔｄ中にはローレベル
Ｖｇを有する。
【００３６】
　そのために、走査駆動部５０６はハイレベルＶｓを供給する第１走査電圧源Ｖｓと、第
１走査電圧源Ｖｓに電気的に接続されてローライン(Ｓ１、…、Ｓｎ)にハイレベルＶｓを
伝達する第１走査スイッチ素子（Ｍｓ１、…、Ｍｓｎ）と、ローレベルＶｇを供給する第
２走査電圧源Ｖｇと、第２走査電圧源Ｖｇに電気的に接続されてローライン(Ｓ１、…、
Ｓｎ)にローレベルＶｇを伝達する第２走査スイッチ素子（Ｍｇ１、…、Ｍｇｎ）とを備
える。
【００３７】
　すなわち、第１走査スイッチ素子（Ｍｓ１、…、Ｍｓｎ）がターンオンされ、同時に第
２走査スイッチ素子（Ｍｇ１、…、Ｍｇｎ）がターンオフされてハイレベルＶｓをローラ
イン(Ｓ１、…、Ｓｎ)に供給しながら、駆動期間Ｔｄ中には、第１走査スイッチ素子（Ｍ
ｓ１、…、Ｍｓｎ）がターンオフされ、同時に第２走査スイッチ素子が（Ｍｇ１、…、Ｍ
ｇｎ）ターンオンされてローレベルＶｇをローライン(Ｓ１、…、Ｓｎ)に供給する。
【００３８】
　このとき、前記ハイレベルの第１走査電圧源Ｖｓは、データ駆動部の駆動電圧源Ｖ１と
類似のレベルに設定されるので、前記第１走査スイッチ素子がターンオンされてハイレベ
ルＶｓ電圧がローラインに印加されると、これに接続された各素子のアノード及びカソー
ドの間に電位差がないので、前記各素子は発光しない。すなわち、各画素の駆動期間中に
ローラインに提供される走査電圧はローレベルの第２走査電圧源Ｖｇとなる。
【００３９】
　ここで、前記ローレベルＶｇは図示のように、接地電圧ＧＮＤであることができ、以下
ではローレベルを接地電圧にして説明する。
【００４０】
　前記駆動期間Ｔｄ中に、ローラインには接地電圧Ｖｇ、ＧＮＤが印加され、カラムライ
ンには駆動電流が印加されて、印加された駆動電流が画素を介して接地端に流れ、それに
より各画素は発光する。
【００４１】
　また、図５を参照すれば、本発明の実施形態の場合、それぞれのカラムラインは充電ス
イッチ５０８を介して電圧維持回路５０７に接続されることを特徴とする。
【００４２】
　このとき、前記電圧維持回路５０７は、同じ色を発光する画素に接続されたカラムライ
ンに対応してそれぞれ別途に設けられる。
【００４３】
　すなわち、図５に示す実施形態の場合、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、青色（Ｂ）、白色（
Ｗ）をそれぞれ発光する画素に接続されたカラムラインに対応して４個の電圧維持回路５
０７が備えられ、これに各カラムラインに接続された充電スイッチ５０８は前記各カラー
に対応して設置された電圧維持回路５０７に接続するのに採用される。
【００４４】
　前記電圧維持回路５０７は、バイアス電圧を生成する役割を果たすものであって、ツェ
ナーダイオードと並列キャパシタとを備える。但し、前記キャパシタは必ずしも備える必
要はない。
【００４５】
　また、前記電圧維持回路５０７は、所定の電圧を発生させる定電圧源（図示せず）から
構成されることもでき、前記所定の電圧は前記有機電界発光素子のブラックレベルに対応
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する電圧が好ましい。
【００４６】
　また、ツェナーダイオードのアノードは、カラムラインに接続され、カソードは接地に
接続され、前記電圧維持回路及びカラムラインを接続する充電スイッチ５０８はカラムラ
インのそれぞれと電圧維持回路との間の接続をそれぞれターンオン／オフする。このとき
、前記ツェナーダイオードの電位は各カラーのブラックレベルが決定されるようにする、
できる限り高い電位である。
【００４７】
　すなわち、前記各カラー別に分離されたそれぞれの電圧維持回路５０７は、これに接続
された充電スイッチ５０８がターンオンされる際、同じ色を発光する画素に接続されたカ
ラムラインは互いに接続され、結果として電圧維持回路のアノード側に接続される。
【００４８】
　但し、前記充電スイッチ５０８のターンオンは、カラムラインに駆動電流が印加される
前に行われるものであって、これはローラインを切り換える際に選択されないローライン
に接続される有機電界発光素子に供給される充電電流を減少させるためである。
【００４９】
　これにより、電荷は以前に駆動され発光された有機電界発光素子から流れ、その結果、
互いに接続されている他の有機電界発光素子が充電され、それらのアノード側にある電圧
は電圧維持回路により決定され、所定の電位ＶＨが維持される。前記所定の電位ＶＨは接
地に接続されるカソードを有する有機電界発光素子がブラックレベルに到達する電圧であ
り、これにより前記データ線に接続される同じ色を発光する画素はブラックレベルとなる
ように予備充電される。
【００５０】
　以下、図６を参照して本発明の実施形態に係る有機電界発光表示装置の駆動方法につい
てより詳細に説明する。
【００５１】
　図６を参照して本発明の駆動方法を説明すれば、一旦複数のカラムラインをグループ化
して、同じグループ内のカラムラインには、共通電流源から出力される駆動電流を印加し
、カラムライン別に順次印加して、カラムラインの間に印加される駆動電流が時間的に重
ならないようにするものであり、それと共に前記駆動電流が印加される前に充電スイッチ
がターンオンされて前記同じグループ内のデータ線に接続される画素が予備充電される。
【００５２】
　また、前記駆動電流（Ｉ１、…、Ｉｍ）は、画素の寄生容量を充電させるための第１駆
動電流（Ｉｃ１、…、Ｉｃｍ）と、画素の発光体を発光させるための第２駆動電流（Ｉｄ
１、…、Ｉｄｍ）とに分けられる。このような駆動電流を同じグループのカラムラインに
順次印加されないようにするために、本発明は駆動電流を断続的に印加する方法を採用す
る。
【００５３】
　すなわち、本発明は前記充電スイッチ及び電圧維持回路を介して予備充電されると共に
前記第１駆動電流を提供することで、より迅速に各画素の寄生容量が充電できることを特
徴とする。
【００５４】
　図６のように、第１カラムライン乃至第４カラムライン（Ｄ１～Ｄ４）が第１グループ
Ｇ１にグループ化した場合に、まず第１カラムラインＤ１に第１-１駆動電流Ｉｃ１をＴ
１１期間の間に印加し、第２-１駆動電流Ｉｄ１をＴ１２期間の間に印加する。Ｔ１１期
間とＴ１２期間との間に第２カラムライン乃至第４カラムライン(Ｄ２～Ｄ４)は如何なる
電流も印加されない。
【００５５】
　その後、第２カラムラインＤ２に第１-２駆動電流Ｉｃ２をＴ２１期間の間に印加し、
第２-２駆動電流Ｉｄ２をＴ２２期間の間に印加する。Ｔ２１期間とＴ２２期間との間に
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第１カラムラインＤ１、第３乃至第４カラムライン(Ｄ３～Ｄ４)は如何なる電流も印加さ
れない。
【００５６】
　その後、第３カラムラインＤ３に第１-３駆動電流Ｉｃ３をＴ３１期間の間に印加し、
第２-３駆動電流Ｉｄ３をＴ３２期間の間に印加する。Ｔ３１期間とＴ３２期間との間に
第１乃至第２カラムライン(Ｄ１～Ｄ２)と第３カラムラインＤ３は如何なる電流も印加さ
れない。
【００５７】
　その後、第４カラムラインＤ４に第１-４駆動電流Ｉｃ４をＴ４１期間の間に印加し、
第２-４駆動電流Ｉｄ４をＴ４２期間の間に印加する。Ｔ４１期間とＴ４２期間との間に
第１乃至第３カラムライン（Ｄ１～Ｄ３）は如何なる電流も印加されない。
【００５８】
　これは第１共通電流源Ｉｇ１とそれぞれ接続された第１乃至第４駆動スイッチ素子（Ｍ
ｄ１～Ｍｄ４）のターンオン／ターンオフ動作により行われる。
【００５９】
　このような駆動電流（Ｉ１～Ｉ４）が第１乃至第４カラムライン（Ｄ１～Ｄ４）にそれ
ぞれ印加されて各画素で円滑に発光が行われる場合には、上記の動作のみで充分であるが
、そうではない場合に、各画素には駆動電流、詳細には第２駆動電流（Ｉｄ１～Ｉｄ４）
を更に印加しなければならない。
【００６０】
　したがって、Ｔ４２期間の終了後、再び第１カラムラインＤ１には第２-１駆動電流Ｉ
ｄ１をＴ１４期間の間に印加する。Ｔ１４期間の間に第２乃至第４カラムライン（Ｄ２～
Ｄ４）には如何なる電流も印加されない。
【００６１】
　Ｔ１４期間の後に再び第２カラムラインＤ２には第２-２駆動電流Ｉｄ２をＴ２４期間
の間に印加する。Ｔ２４期間の間に第１カラムラインＤ１、第３乃至第４カラムライン（
Ｄ３～Ｄ４）には如何なる電流も印加されない。
【００６２】
　Ｔ２４期間の後に、再びまた第３カラムラインＤ３には第２-３駆動電流Ｉｄ３をＴ３
４期間の間に印加する。Ｔ３４期間の間に第１乃至第２カラムライン（Ｄ１～Ｄ２）、第
３カラムラインＤ３には如何なる電流も印加されない。
【００６３】
　Ｔ３４期間の後に、再び第４カラムラインＤ４には第２-４駆動電流Ｉｄ４をＴ４４期
間の間に印加する。Ｔ４４期間の間に第１乃至第３カラムライン(Ｄ１～Ｄ３)には如何な
る電流も印加されない。各画素に印加された駆動電流(Ｉ１～Ｉ４)が不充分である場合に
Ｔ１４期間内乃至Ｔ４４期間と同じ期間が再び繰り返されることができる。
【００６４】
　また、第１カラムライン乃至第４カラムライン(Ｄ１～Ｄ４)が第１グループＧ１にグル
ープ化した場合を仮定する際、第１カラムラインＤ１に接続された第１充電スイッチＳＷ
１１は第１カラムラインＤ１に駆動電流が印加される前にターンオンされ、図６に示す駆
動期間Ｔｄではターンオフされ、第２カラムラインＤ２に接続された第２充電スイッチＳ
Ｗ１２は第２カラムラインＤ２に駆動電流が印加される前にターンオンされ、残りの駆動
期間ではターンオフされる。
【００６５】
　これと同様に、第３カラムラインＤ３に接続された第３充電スイッチＳＷ１３は第３カ
ラムラインＤ３に駆動電流が印加される前にターンオンされ、残りの駆動期間ではターン
オフされ、第４カラムラインＤ４に接続された第４充電スイッチＳＷ１４は第４カラムラ
インＤ４に駆動電流が印加される前にターンオンされ、残りの駆動期間ではターンオフさ
れる。
【００６６】
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　このような充電スイッチのターンオン／オフ動作により前記カラムラインに接続された
各画素はそれぞれの電圧維持回路を通じて、前述したように、予備充電される。
【００６７】
　結局、駆動期間Ｔｄ内にカラムライン（Ｄ１、…、Ｄｍ）には第１期間(Ｔ１１、…、
Ｔｍ１)中に第１駆動電流(Ｉｃ１、…、Ｉｃｍ)を印加し、第２期間（Ｔ１２、…、Ｔｍ
２）中に第２駆動電流(Ｉｄ１、…、Ｉｄｍ)を印加し、第３期間(Ｔ１３、…、Ｔｍ３)中
には如何なる電流も印加せず、第４期間(Ｔ１４、…、Ｔｍ４)中に再び第２駆動電流(Ｉ
ｄ１、…、Ｉｄｍ)を印加し、第３期間(Ｔ１３、…、Ｔｍ３)及び第４期間(Ｔ１４、…、
Ｔｍ４)は駆動期間Ｔｄが終了するまで繰り返し続ける。
【００６８】
　このように駆動期間Ｔｄ内に１つのカラムラインに第１駆動電流を印加し、次に第２駆
動電流を印加し、第２駆動電流を断続的に印加する場合は従来と異なる駆動方法であるが
、画素の発光には互いに大きな差はない。
【００６９】
　一方、駆動期間Ｔｄ内にカラムライン（Ｄ１、…、Ｄｍ）には第１期間(Ｔ１１、…、
Ｔｍ１)の前に第２駆動電流(Ｉｄ１、…、Ｉｄｍ)を印加することも可能である。このよ
うに第２駆動電流(Ｉｄ１、…、Ｉｄｍ)を第１駆動電流(Ｉｃ１、…、Ｉｃｍ)よりも先に
印加して、第１駆動電流(Ｉｃ１、…、Ｉｃｍ)を段階的に上昇させると、駆動回路内の回
路素子の焼損を防止できる。
【００７０】
　本発明の駆動方法は、複数のカラムラインをグループ化して、同じグループに共通電流
源から出力される駆動電流を順次印加するものであって、１つのカラムラインに印加され
る駆動電流が断続的に印加されるが、このような駆動方法はカラムラインをグループ化し
て駆動電流を断続的に印加することに限定されず、それぞれのカラムラインにそれぞれの
電流源から出力される駆動電流を印加し、駆動電流が断続的に印加されるようにすること
ができる。
【００７１】
　すなわち、図３のようなカラムラインの結線構造と電流源を備える有機電界ディスプレ
イ装置において、図６の第１カラムラインに印加される駆動電流Ｉ１を各画素に断続的に
印加することもできる。
【００７２】
　以上、添付図面を参照して本発明の好ましい実施例を説明したが、本発明はかかる実施
例に限定されるものではなく、特許請求の範囲の記載から把握される技術的範囲において
種々の実施形態に変更可能である。
【図面の簡単な説明】
【００７３】
【図１】有機電界発光表示装置の画素を簡略に示す図である。
【図２】図１の１画素の電気的等価回路図を示す図である。
【図３】従来の有機電界発光表示装置を示すブロック図である。
【図４】図３の有機電界発光表示装置を駆動するための駆動電流を示すタイミング図であ
る。
【図５】本発明の実施形態に係る有機電界発光表示装置を示すブロック図である。
【図６】図５のカラムラインを介して印加される駆動電流及び充電スイッチの動作を示す
タイミング図である。
【符号の説明】
【００７４】
１；画素
２、５０２；有機電界ディスプレイパネル
５、５０５；データ駆動部
６、５０６；走査駆動部
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５０７；電圧維持回路
５０８；充電スイッチ

【図１】

【図２】

【図３】
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【図６】
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